
対
策
活
動
を
振
り
返
る

み
ん
な
で

安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り

　

事
故
や
け
が
な
ど
に
よ
る
外
傷
は
さ
ま

ざ
ま
な
場
面
で
発
生
し
て
い
ま
す
。
市
で

は
８
つ
の
領
域
に
分
け
て
対
策
部
会
を
設

置
し
ま
し
た
。　

８
つ
の
領
域
で
予
防
対
策

こころの広場 "ルピナス "の会

　平成 21 年、セーフコミュニティの自殺予防を検
討する中、悩みを聞いて受け止める場がないので始
めたのが「こころの広場 "ルピナス "の会」です。
　以来、継続して活動を続け現在会員は 30 人余り。
保健師や傾聴ボランティアが秘密を守って活動して
います。希望者には個別相談も行っています。
　また、専門の資格がないボランティアも、環境づ
くりや、笑顔で寄り添うなど、相談者にとって大き
な力になりますので、一緒に活動してみませんか。

　65歳以上の歩行中の死亡事故が多い状況から、反射材の
利用促進に取り組みます。

　交通安全母の会、警察署、町内会などが協働して、高
齢者世帯を訪問し、交通事故の注意喚起と反射材の普及
を行いました。

注
意
を
呼
び
掛
け

反
射
材
を
装
着

　活動をアンケートで評価しました。反射材の所持
率は約６割。持っていない人でも欲しいと思ってい
る人は７割と、反射材の効果とその存在が知られる
ようになったことが分かります。

実態把握と目標設定

関係団体が連携して対策を実施

取り組みを評価

十和田西高校少年消防クラブ

　高校生の消防クラブが発足
し、市の総合防災訓練に参加し
ています。若い世代も活動の主
体となり、防災意識の広がりを
見せています。

湯っこで生き生き交流事業の
中で行う口腔体操
　病気以外の死因で２番目に多
い不慮の窒息。特に高齢の男性
に多く見られます。体力維持の
活動に口の体操を取り入れて予
防しています。
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セーフコミュニティ活動の場面におじゃましました

1

3

2

※十和田市の人口 10万人あたりの自殺者数は、平成 21年は 39.1 人であったのが、平成 24年には 24.5 人と減少しています。

　８月２日、市勤労青少年ホームの２
階に上がると、看板が出迎えてくれま
した。明るくゆったりした雰囲気の中、
にこやかに談笑する声。ここは、悩み
を抱えたかたの声を、じっと耳を傾け
て聞く場です。

これらも「セーフコミュニティ活動」です

セ

　

予
防
対
策
は
、
実
施
し
て
終
わ
り
で
は

な
く
、
必
ず
振
り
返
る
と
い
う
の
が
セ
ー

フ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
約
束
で
す
。
振
り
返

る
と
は
、
活
動
の
効
果
を
測
定
し
、
評
価

す
る
こ
と
で
す
。
評
価
の
指
標
は
３
段
階

あ
り
「
市
民
の
認
識
」「
市
民
の
行
動
」「
市

民
の
状
態
」
が
ど
う
変
わ
っ
た
か
と
い
う

も
の
で
、
変
化
を
測
る
方
法
も
自
分
た
ち

で
考
え
、
評
価
す
る
作
業
を
行
い
ま
す
。

そ
の
評
価
は
今
後
の
活
動
に
生
か
さ
れ
ま

す
。

　

確
か
な
分
析
に
始
ま
り
、
対
策
を
実
施

し
、
振
り
返
る
。
こ
の
循
環
の
仕
組
み
こ

そ
セ
ー
フ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
あ
り
、「
安
全

の
向
上
」
に
向
け
て
歩
き
続
け
る
原
動
力

で
す
。

　

安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
、

５
年
前
に
始
め
た
取
り
組
み
は
、
世
界
認

証
を
得
て
「
安
全
の
向
上
」
を
合
言
葉
に

組
織
の
垣
根
を
越
え
、
多
く
の
か
た
が
た

と
連
携
し
活
動
の
輪
を
広
げ
て
き
ま
し
た
。

　

今
、
認
証
の
更
新
時
期
を
迎
え
て
、
こ

れ
ま
で
の
セ
ー
フ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
し
て

の
道
の
り
を
検
証
し
な
が
ら
、
よ
り
住
み

よ
い
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
、
関
係
者
は

一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

　

予
防
対
策
は
、
地
域
や
一
人
一
人
の
住

民
に
浸
透
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
セ
ー

フ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
は
、
人
と
人
と
が
つ
な

が
り
な
が
ら
、
安
全
と
い
う
生
活
の
質
を

高
め
る
ま
ち
づ
く
り
な
の
で
す
。

　
「
今
日
も
無
事
で
い
て
ほ
し
い
」

　
こ
れ
か
ら
も
セ
ー
フ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
一

員
と
し
て
、
み
ん
な
で
安
全
・
安
心
な
ま

ち
づ
く
り
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

８つの領域別対策部会
❶自殺予防
❷交通事故予防
❸高齢者の安全
❹防災

会長　田中  砦
さ い こ

子  さん

こころの広場
    " ルピナス "の会

セーフコミュニティとわだを
すすめる会
　町内会など地域に出向いて、セー
フコミュニティの理念や転倒防止、
交通事故予防などの普及啓発活動を
行うボランティア団体です。
問まちづくり支援課☎51 6777

   出前講座をします！ 出前講座をします！

交通事故予防対策部会　取り組みの一例「反射材利用促進プログラム」
■交通事故予防対策部会の構成団体
自転車自動車商協・交通安全母の会・老人クラブ
連合会・三小学区青少年健全育成協議会・町内会
連合会交通安全部会・セーフコミュニティとわだ
をすすめる会・交通安全協会・警察署交通課・市
土木課・市まちづくり支援課

プログラム評価結果（市民の認識・市民の行動）

2013 ～ 2014 年に中央・南・十和田湖公民館まつり来場
者を対象に調査／ 60 歳以上を対象

60 歳以上の反射材の所持 60歳以上の反射材の必要性

持って
いる
57％

ほしいと
思っている
68％

特に必要と
思わない
32％

持って
いない
43％

（150人中） （47人中）

　

部
会
の
構
成
員
は
市
、
県
、
消
防
、
警

察
な
ど
の
行
政
機
関
の
ほ
か
、
安
全
に
関

す
る
活
動
を
行
っ
て
い
る
団
体
の
か
た
が

た
で
す
。
分
析
を
基
に
課
題
を
導
き
、
解

決
策
を
模
索
し
、
対
策
の
設
計
図
と
な
る

外
傷
予
防
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
作
り
ま
す
。
多

様
な
か
た
が
集
ま
る
対
策
部
会
で
の
議
論

は
、
セ
ー
フ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
核
心

と
も
い
え
ま
す
。

　

議
論
の
中
、
認
識
さ
れ
た
課
題
や
解
決

策
は
、
外
傷
予
防
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
実

施
す
る
ほ
か
、
そ
れ
ぞ
れ
の
組
織
や
団
体

に
持
ち
帰
っ
て
従
来
か
ら
の
活
動
に
生
か

し
ま
す
。
必
要
で
あ
れ
ば
他
団
体
と
連
携

し
て
対
策
を
行
い
ま
す
。
解
決
策
を
実
施

す
る
主
体
が
な
い
場
合
は
、
部
会
員
が
自

ら
計
画
し
て
行
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

認
証
以
前
は
交
流
の
な
か
っ
た
諸
組
織

は
「
安
全
の
向
上
」
に
取
り
組
む
パ
ー
ト

ナ
ー
と
し
て
幅
広
い
連
携
関
係
を
作
り
出

し
ま
し
た
。

　

対
策
部
会
は
常
に
、
市
民
の
立
場
で
、

市
全
体
の
外
傷
予
防
を
考
え
て
活
動
し
て

い
ま
す
。

　

各
種
の
予
防
対
策
は
、
行
政
だ
け
で
な

く
、
団
体
、
地
域
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど

に
よ
っ
て
、
市
民
の
身
近
な
と
こ
ろ
で
行

わ
れ
て
い
ま
す
。
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毎月第２・４土曜
午前 10時から勤労
青少年ホームで開
催しています。

反射材利用促進プログラム

　

セ
ー
フ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
つ
い

て
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

問
ま
ち
づ
く
り
支
援
課

　
　
　
　
　

  

☎
51
６
７
７
７

❺暴力・虐待予防
❻子どもの安全
❼労働の安全
❽余暇活動の安全

対策部会全体会対策部会全体会

課題
（根拠） 歩行中の死亡事故が多く、特に65歳以上に多い

目標 歩行中の死亡事故件数を減らす
プログラム内容 結果・成果

事業者 対象 認知や知識の
変化（短期）

態度や行動の
変化（中期）

状態や状況の変化
（長期）

交通安全母
の会、警察
署､町内会、
市役所など

65歳以上の
人

【指標】
反射材を利用
したいと思う
人

【指標】
反射材を持っ
ている人

【指標】
歩行中の死亡事故件
数

【測定】
市民アンケート

【測定】十和田警察
署「交通事故概況」


